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(57) Abstract: Provided i s a medical care support system

[ 図刺 for the sharing and reusing of medical information on the
basis of a workflow which i s a flow of medical-related
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ongoing workflow step i s selected by using a medical i n
formation database wmch has registered a workflow and
information of each workflow step in association with
medical information; and information i s inputted by medi
cal staff in the ongoing workflow step while the medical
information registered in the selected workflow step being
referred to; and the medical information being referred to
and the inputted information are registered in the medical
information database in association with the ongoing
workflow step.

to
(57) 要 約 ： 医療 関連 業務 の 流 れ で あ る ワー ク
フ ロー に基 づ い た 医療 情 報 の 共 有 と再 利 用 を
行 う診 療 支 援 シ ス テ ム を提 供 す る 。 ワ ー ク フ
口一 と各 ワー ク フ ロー ス テ ッ プの 情 報 と を 医
療 情 報 と関 連 付 けて登 録 した 医療 情 報 デ 一 タ
ベ ー ス を 用 い て 、 実 行 中 の ワ ー ク フ ロ ー ス
テ ツ プの 前 に な され た ワー ク フ ロー ス テ ッ プ
を選 択 し、 選 択 され た ワー ク フ ロー ス テ ッ プ
に お い て 登 録 され て い た 医療 情 報 を参 照 しな
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て 医療 従 事 者 に よ り情 報 を入 力 し、参 照 して
い る 医療 情 報 と入 力 され た 情 報 と を実 行 中 の
ワー ク フ ロー ス テ ッ プ に 関 連 付 けて 医 療 情 報
デー タベー ス に登 録 す る。
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明 細 書

発明の名称 ：診療支援システム及び診療支援方法

技術分野

[0001 ] 患者の検査値や画像データ、医療従事者の所見を扱 う診療支援 シ ステ ム に

関わ り、医療従事者の医療関連業務 における判断を支援するのに好適な技術

に関する。

背景技術

[0002] 近年、医療費の増加などの要因により診療の質の向上 と効率化が求め られ

ている。特 に診療の現場では、医療従事者の知識の蓄積 と再利用を可能 とす

るシ ステ ム を構築することが必要 となっている。特許文献 1 (特開 2 0 0 2

- 6 3 2 8 0 ) には、患者の検査画像 に対 し医師の所見を付加 したものが症

例デ一タベースに格納 されてお り、 この症例デ一タベースか ら過去の検査画

像 も しくは所見を検索することにより診療 を支援する技術が開示されている

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献 1 ：特開 2 0 0 2 _ 6 3 2 8 0 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0004] 患者八の医療関連業務は、各医療従事者の一連の医療関連業務の流れであ

るワークフローにおいて行われるものであ り、医療従事者の知識の再利用も

このワークフローに基づいて行 うことが、診療の質の向上 と改善 に望 まれる

。前述の特許文献 1 に開示されたシステムでは、過去の検査画像 も しくは所

見を検索 して診断に用いるときに、検索された検査画像 も しくは所見が診療

のどのワークフローの部分に関係があ り、その前後でなされた医療関連業務

が分か らないので、 ワークフローを考慮 した医療知識の利用による診断を支

援することが出来ないという課題がある。



課題を解決するための手段

[0005] 上記課題を解決するために、医療関連業務の一連の診療の流れであるヮ一

クフ口一を識別するワークフロー情報と、前記ワークフローを構成する単位

の医療関連業務であるワークフローステツプを識別する情報と前記医療関連

業務の依頼元もしくは依頼先の少なくとも何れかに関する情報とを含むヮ一

クフロ一ステツプ情報と、前記医療関連業務に関連する情報である医療情報

と、を互いに関連付けて医療情報デ一タベースに格納する医療情報格納手段

と、医療情報デ一タベースから第一のワークフローステツプ情報を選択する

入力を受け付けるワークフロー入力手段と、第一のワークフローステップ情

報に関連付けられた第一の医療情報を医療情報データベースから抽出し、抽

出された第一の医療情報を画面に表示する医療情報出力手段と、医療従事者

による情報の入力を受け付ける入力情報受付手段と、を有 し、医療情報格納

手段は、入力情報受付手段によって入力を受け付けた情報と第一の医療情報

とを第二の医療情報として実行中のワークフローステップである第二のヮ一

クフ口一ステップを識別する第二のワークフローステツプ情報と関連付けて

医療情報デ一夕ベースに格納することを特徴とする診療支援システムを提供

する。

[0006] また、医療関連業務の一連の診療の流れであるワークフローを識別するヮ

—クフ口一情報と、ワークフローを構成する単位の医療関連業務であるヮ一

クフロ一ステツプを識別する情報と医療関連業務の依頼元もしくは依頼先の

少なくとも何れかに関する情報とを含むワークフローステップ情報と、医療

関連業務に関連する情報である医療情報と、を互いに関連付けて格納する医

療情報デ一夕べ一スを用いて診療を支援する診療支援方法であって、第一の

ワークフローステツプ情報を医療情報デ一タベースから選択する入力をヮ一

クフ口一入力手段によって受け付ける工程と、入力を受け付けた第一のヮ一

クフローステツプ情報に関連付けられた第一の医療情報を医療情報データべ

—スから抽出し、抽出された第一の医療情報を画面に表示する工程と、医療

従事者による情報の入力を入力情報受付手段によって受け付ける工程と、表



示された第一の医療情報と入力を受け付けた情報とを第二の医療情報として

実行中のヮ一クフローステツプである第二のヮ一クフローステツプを識別す

る第二のワークフローステップ情報と関連付けて医療情報データベースに格

納する工程と、を有することを特徴とする診療支援方法を提供する。

発明の効果
[0007] ワークフローと各ワークフローステップの情報を医療情報と関連付けて保

存した医療情報データべ一スに対し、医療従事者が情報を入力した際に参照

していたワークフローステップの医療情報を実行中のワークフローと対応付

けて入力された情報と合わせて保存するので、各医療従事者の医療関連業務

の実行過程やその根拠を蓄積 利用することを支援することが出来る。

図面の簡単な説明
[0008] [ 図1(A) ]診療支援システムが病院に設置される際の構成の一例を示した図。

[図1(B) ]診療支援システムの別の構成の一例を示した図。

[図1(C) ]診療支援システムの別の構成の一例を示した図。

[図2]医療情報データベースを構成するワークフローテ一プルとワークフロー

ステツプテ一プルの構造の一例を示している図。

[図3(A) ]医療情報データベースを構成する医療情報テ一プルとェビデンスデ

—タテ一プルの構造の一例を示している図。

[図3(B) ]医療情報データべ一スを構成する処理履歴テ一プルと入力デ一タテ

- プルの構造の一例を示している図。

[図4]検査情報データべ一スを構成するテ一プル群の構造の一例を示している

図。

[図5] ワークフローステップをワークフローから抽出し、医療情報と判断文を

用いて診療を支援するフローチヤ一卜の一例を示している図。

[図6]ェビデンスデータに対してデータ処理を行い診療の支援をするフローチ

ャ一卜の一例を示している図。

[図7(A) (B) (C) ] ( A ) ワークフローに基づいて検査グラフの参照と判断文の

入力を行う前の画面の一例を示している図。 （B ) 検査グラフを参照する際



の画面の一例 を示 している図。 （C ) 判断文の入力を行 う際の画面の一例 を

示 している図。

[ 図8(A) (B) (C) ] ( A ) ワー クフローに基づいて画像データの参照 と判断文の

入力を行 う前の画面の一例 を示 している図。 （B ) 画像データの参照する際

の画面の一例 を示 している図。 （C ) ワークフローに基づいて画像データを

参照 して判断文の入力を行 う際の画面の一例 を示 している図。

[ 図9] 過去のワークフローを選択 して医療情報 を参照するフローチヤ一 卜の一

例 を示す図。

[ 図 10] ェ ビデ ンスデ一タに対 してデータ処理 を行 ってデータ処理の履歴 を参

照するフローチヤ一 卜の一例 を示す図。

[ 図 11(A) (B) ] ( A ) ワー クフローステ ップを選択 して画像データの参照 と判

断文の入力を行 う前の画面の一例 を示 している図。 （B ) 選択 されたワーク

フローステ ップに関する医療情報 を参照する際の画面の一例 を示 している図

[ 図 11(C) (D) ] ( C ) 参照 している画像データのデータ処理 を行 っている一例

を示 している図。 （D ) 判断文の入力を行 う際の画面の一例 を示 している図

[ 図 12] カ ンファレンス業務 を行 う際のフローチヤ一 卜の一例 を示す図。

[ 図 13] 次 ワークフローステ ップへの宛先 と伝達文 とを設定 して表示する画面

の一例 を示 している図。

[ 図 14] 異 なるワークフローを画面 に表示 し、各 々のワークフローステ ツプに

対応付 け られている医療情報 を参照する際の画面の一例 を示 している図。

[ 図 15(A) (B) ] ( A ) カ ンファレンス時にワークフローステ ップを選択 して画

像デ一タの参照 と判断文の入力を行 う前の画面の一例 を示 している図。 （B

) カンファレンス時に選択 されたワークフローステ ップに関する医療情報 を

参照する際の画面の一例 を示 している図。

[ 図 15(C) (D) ] ( C ) カ ンファレンス時に参照 している画像データのデータ処

理の編集 を行 っている一例 を示 している図。 （D ) カンファレンス時に判断



文の入力を行う際の画面の一例を示 している図。

発明を実施するための形態

[0009] < ワークフローの定義の説明>

ヮ一クフ口一とは患者に対 して医療従事者が行う一連の医療関連業務の流

れのことであり、ワークフロ一情報とはワークフロ一の識別に関する情報で

ある。ワークフローステップとはワークフローを構成する医療関連業務の単

位であり、ワークフローステップ情報とは、ワークフローステップを識別す

る情報と、医療関連業務の依頼元もしくは依頼先の少なくとも何れかに関す

る情報と、を含む。

[001 0] 医療関連業務の依頼とは、各医療部門、例えば検査部門や画像診断部門へ

の医療関連業務の才一ダリングなどである。医療従事者とは、担当医、検査

技師、放射線技師、読影医だけでなく、看護師や医事会計関係者なども含む

。ワークフローの開始と終了は、例えば、臨床医の中の主治医が決定する。

ワークフローは、例えば、疾患ごとの診断、治療、経過観察の一連の診療の

流れ、入院期間中の診療の流れ （入院日〜退院日）、診療ガイ ドライ ンで定

められる一つの流れ等がある。

[001 1] ワークフローステップは、例えば、患者の診療段階 （診断、治療、経過観

察）の各業務、又は主治医が判断を下す診断業務，看護師の投薬などの作業

や、診療科と放射線科などの医療部門との間でやりとりされる才一ダ業務単

位等がある。ワークフローステップ情報は、各ワークフローステップにおい

て医療従事者などによって新たに生成や削除されるなどして編集されること

もできる。また、予め定められた診療ガイ ドラインに基づいていることもあ

る。また、ワークフロー情報は、該当するワークフローに関する患者を識別

する患者識別子を有 している。

[001 2] < システム構成の説明>

図 1 ( A ) は、診療支援システム 1 0 1 が病院に設置される形態の一例を

示 している。診療支援システム 1 0 1 は、端末 1 0 4 、インタ一フェイス 1

1 1、メモリ 1 1 2 、ハー ドディスク ドライブなどの記憶装置 1 1 3 がC P



U 4 に接続 されている。診療支援 システムの動作は、端末 1 0 4 での入

力をインタ一フェイス 1 1 1 で受けて、 メモ リ 1 1 2 に格納 されているプロ

グラムを読み出 して C P U 1 4 を用いてインタ一フェイス 1 1 1 にて端末

0 4 に出力するな ど して行われる。図 1 ( A ) に示 されている診療支援 シ

ステム 1 0 1 は、電子カルテシステム 1 0 2 や P A C S 1 0 3 、 な どとネ ッ

卜ワークで接続 されて設置 されている。各端末 1 0 4 は、医師や看護師、検

査技師、読影医な どの医療従事者 による操作入力を受け付 ける。各端末 1 0

4 にて電子カルテシステム 1 0 2 や P A C S 1 0 3 を診療支援 システム と兼

用で きる。電子カルテシステム 1 0 2 や P A C S 1 0 3 にて、各 々診療履歴

や検査値、画像データが蓄積 されている場合がある。 その場合は、診療支援

システムの記憶装置 1 1 3 は、 それ らのデータベースへの リンクを示す情報

を有 していてもよい し、 それ らのデータベースに格納 されているデータをコ

ピー したものを有 していてもよい。 また、後で説明する図 1 ( B ) に示 され

ているように、電子カルテシステム 1 0 2 や P A C S 1 0 3 が有 するデータ

ベ 一 スである検査情報データべ一ス 1 1 6 も診療支援 システムに含む形態で

もよい。 また、 インタ一フェイス 1 1 1 の例 と して、画面 を備 えているもの

が挙 げ られる。

図 1 ( B ) に、本発明の診療支援 システムの構成の例 を示す。 ワークフロ

—情報や ワークフローステ ツプ情報 と、医療関連業務 に関する情報である医

療情報 とが互いに関連付 けて格納 されている医療情報データべ一ス 1 0 5 が

あ り、医療情報データべ一ス 1 0 5 にそれ らの情報 を格納する医療情報格納

手段 1 0 6 が接続 されている。医療情報 には、医療従事者 によ り入力される

情報や各種ェ ビデ ンスデータが含 まれる。 ここで、医療従事者 によ り入力さ

れる情報の一例 と して、医療関連業務で下される判断を示すテキス 卜文であ

る判断文を用いる。 ここでのェ ビデ ンスデータとは医療従事者の判断根拠 と

な ったデータを指 し、例 えば、 モダ リテ ィか ら取得 される検査値や画像デ一

タな どの客観的な生体情報、医療従事者が判断時に参考 に した医学文献等の

文書データ、上記データを計算機処理 したデータも含 まれる。 さ らに、医療



情報データベース 1 0 5 か らワー クフローステ ップ情報 を選択する入力 を受

け付 けるワー クフロー入力手段 1 0 7 と、 ワー クフローステ ップの依頼 に関

する情報 の入力 を受 け付 けるワー クフローステ ップ依頼入力手段 1 1 7 と、

判断文の入力 を受 け付 ける入力情報受付手段 1 0 8 と、 医療情報 をワー クフ

口一 ステ ップ情報 に基づいて医療情報データベース 1 0 5 か ら抽 出 して出力

する医療情報 出力手段 1 0 9 と、患者 を識別する患者識別子 に基づいて ヮ一

クフ口一情報 を医療情報データベース 1 0 5 か ら取得 しィ ンタ一 フェイス 1

1 1 に出力するワー クフロー出力手段 1 1 8 と、 ワー クフロー終 了情報 を医

療情報データベース 1 0 5 に格納 するワー クフロー終 了手段 1 1 9 とが備わ

つている。 これ らの手段 の機能 は、 図 1 ( A ) の メモ リ 1 1 2 に入 っている

[0014] この構成 によって、 ワー クフローステ ップ入力手段 1 0 7 によって選択 さ

れた ワー クフローステ ップ情報 に基づいて医療情報データベース 1 0 5 か ら

医療情報 を表示 し、入力情報受付手段 1 0 8 によって入力 された情報 と表示

している医療情報 とを実行 中の ワー クフローステ ツプ情報 と関連付 けて医療

情報データベース 1 0 5 に格納 する。実行 中の ワー クフローステ ップにおい

て、参照 した医療情報 も入力 された情報 と共 に格納 することで、 その ワー ク

フロ一ステ ップを実行する際 に参照 して根拠 と したものが蓄積 され、 医療従

事者 の医療 関連業務 の過程 が分かるようになる。

[001 5] 医療情報データべ一ス 1 0 5 は、 医療情報格納手段 1 0 6 を介 して各 ヮ一

クフ口一 ステ ップにおける医療 関連業務 に関する情報 である医療情報 を蓄積

管理 し、各 ワー クフローステ ップに関連づけて入力情報受付手段 1 0 8 で入

力 され る判断文 と、 ェ ビデ ンスデータ処理手段 1 1 5 でデータ処理 されたェ

ビデ ンスデータや、 その処理履歴、各 ワー クフローステ ップで参照 した医療

情報 な どが蓄積 されている。先 に説明 した図 1 ( A ) に示 されたように、 医

療情報データベース 1 0 5 は、電子 カルテシステム 1 0 2 や P A C S 1 0 3

に蓄積 された医療情報への リンク情報 を有 していてもよい。

[001 6] 医療情報格納手段 1 0 6 は、 医療情報データベース 1 0 5 にワー クフロー



情報 や ワー クフローステ ツプ情報、 医療情報 を格納 す る手段 であ る。例 えば

、格納 す る医療情報 には、 ェ ビデ ンスデー タ処理手段 1 1 5 でデー タ処理 さ

れたェ ビデ ンスデ一 タゃ その処理元デ一 タを含 むデー タ処理履歴、 医療従事

者 によ り入力情報 受付手段 1 0 8 によ って入力 された情報 な どがあ る。

[001 7] 検 査情報 デー タベ ース 1 1 6 は、各 ワー クス ローステ ップにおける、血液

検査 や画像検査等 の医療 関連 の検査結果 の情報 を蓄積管理 す る。 このデー タ

ベ ースは、 電子 カルテ システム 1 0 2 、 オー ダ リングシステム等 の病 院情報

システムや P A C S 0 3 等 の画像管理 システムが有 す るデー タべ 一スを共

有 す る ことによ り実現 して も良い し、 図示 していないデー タイ ンポ一 卜手段

を設 け、 それ らのシステムか らデー タをイ ンポ一 卜して も良い。 また、 図示

していないデー タ入力手段 を設 け、 医師や看護婦や技 師が直接 入力 して も良

し、。 また、 医師が研 究 目的 と して新規 に開発 した検査方法 に基 づいた患者 の

検査結果 について も、 図示 していないデー タ入力手段 か ら入力 し、 一般 の検

査結果 と共 に蓄積管理 して もよい。 さ らに、診療支援 システム 1 0 1 とは別

に電子 カルテ システム 1 0 2 々 P A C S 1 0 3 が設置 されている場合、 電子

カルテ システム 1 0 2 々 P A C S 1 0 3 に保存 されている検査情報へ の リン

ク情報 のみ を有 していて もよい。 また、 デー タ処理 ワー クステーシ ョンが設

置 されている場合 は、該デー タ処理 ワー クステーシ ョンで実行 されたデー タ

処理 の履歴 を検査情報 デー タべ 一ス 1 1 6 に格納 して もよい。

[001 8] ェ ビデ ンスデー タ処理手段 1 1 5 は、検査情報 デー タべ 一ス 1 1 6 に蓄積

されたデー タを利用 してデー タ処理 を行 う手段 であ る。 ェ ビデ ンスデー タ処

理手段 1 1 5 は、複数 の処理 モジ ュール を備 える。画像診断 を専 門 とす る医

師 （以後、読影 医 とよぶ ）向 けのェ ビデ ンスデー タ処理手段 1 1 5 で は、例

えば、画像 デー タの入 出力処理 や各種 フ ィル ター処理 の よ うな基本 モジ ュ一

ル か ら、 高度 な画像処理 アル ゴ リズ厶 を有 す る領域抽 出処理 や画像 の位置合

わせ処理 とい った機 能 モジ ュール を備 える。操作者 は、処理 目的やデー タの

性 質 によ って、上記処理 モジ ュール を自由に組み合わせ、順 に実行 す る こと

で、 デー タに対 し，診療 に必要 な一連 の加工処理 を行 な う。



[001 9] なお、 ここでは医療情報データベース 1 0 5 及び検査情報データベース 1

6 を論理的に分けているが、物理的に同一のデータベースで構成 してもよ

し、。 たとえば、医療情報データベー ス 1 0 5 と検査情報データベー ス 1 1 6

を合わせて一つのデータベースと してもよい。 また、図 1 ( A ) で示 されて

いるように、 P A C S 1 0 3 や電子カルテシステム 1 0 2 を別途用いて、そ

れ らへの リンク情報 を有するように してもよい。

[0020] 図 1 ( C ) に示すように、本シ ステ ム はさらに類似症例検索手段 1 6 0 と

、 プロセス分析手段 1 7 0 を有することもできる。類似症例検索手段 1 6 0

は、医療従事者の判断を支援するために、医療情報データベース 1 0 5 に蓄

積 された患者のデータを用いて、ある指定 した患者の症例 と類似 した症例 を

検索する手段である。 さらに類似症例検索手段 1 6 0 は、検索された医療情

報 と検索された医療情報 に対応付けられているヮ一クフ口一 ステ ツプ情報が

属 しているワークフロー情報 とを出力する。

[0021 ] 類似症例検索手段 1 6 0 によって、類似症例 に関する医療情報 を参照でき

るだけでな く、その参照 している医療情報が関連づけられているワークフロ

—情報 も参照することで、参照 している医療情報 に対応づけられたヮ一クフ

ローステ ツプの前後のワークフローステ ツプの情報や、そのワークフローに

おける患者の予後などの情報 を勘案 して類似症例 に関する医療情報 を活用す

ることを支援することが出来る。

[0022] プロセス分析手段 1 7 0 は、診療の質や効率 を向上するために、医療情報

データべ—ス 1 0 5 に蓄積 された複数の患者のデータをもとに、診療のプロ

セスを分析 し、 プロセスの改善，最適化に必要な情報 を抽出するための手段

である。

[0023] < データベースのテ一プル構造の説明>

図 2 は、医療情報データベース 1 0 5 の構成 に含 まれるワークフロー情報

テ一プル 2 0 0 、 ワークフローステ ップ情報テ一プル 2 1 0 を表わ している

[0024] ワークフロー情報テ一プル 2 0 0 は、 ワークフローを識別する情報である



ワークフロー情報 を格納するテ一プルであ り、基本的には主治医が登録する

。患者 I D フ ィール ド2 0 、 ワークフ ロー Noフ ィール ド2 0 2 、 ワークフ

口一名 フ ィール ド2 0 3 、 ワークフ ロー 開始 日 フ ィール ド2 0 4 、 ワークフ

口一終 了日 フ ィ一ル ド2 0 5 、主治医 I D フ ィ一ル ド2 0 6 、 カ ン フ ァ レン

スフラグフィール ド2 0 7 によ り構成 される。患者 I D フィール ド2 0 は

、患者 を識別する識別子である患者識別子を格納する。 ワークフローNoフィ

—ル ド2 0 2 は、各 ワークフロー情報 を一意 に指定するためのキ一情報 とな

る番号な どを格納する。 ワークフ ロー名 フ ィール ド2 0 3 は、病名や治療名

等で示 されるワークフロー名 を格納する。 ワークフロー開始 日フィ一ル ド2

0 4 は、 ワークフ ロー の 開始 日を格納する。 ワークフ ロー終 了日フ ィール ド

2 0 5 は、 ワークフローの終 了日を格納 し、 ワークフローが終 了 した時点で

登録 される。主治医 I D フ ィール ド2 0 6 は、 ワークフ ロー の責任者 となる

主治医の識別情報 を格納する。なお、 ここでは、 ワークフロー名 フィール ド

2 0 3 にはテキス ト文を格納するが、病名や治療名の標準マスタの I D を格

納 してもよい。 カンファレンスフラグフィール ド2 0 7 は、 そのワークフロ

—においてカンファレンスを実行 した ことを示す実行 フラグを格納する。

ワークフローステ ップ情報テ一プル 2 1 0 は、 ワークフローの各ステ ップ

を識別する情報であるワークフローステ ツプ情報 を格納するテ一プルであ り

、一つのステ ップが一つの レコー ドとなる。 ワークフローステ ップ情報テ一

プル 2 1 0 は、患者 I D フィ一ル ド2 1 1 、 ワークフローステ ップNoフィ一

ル ド2 1 2 、 ワークフローステ ップ実行予定部門 I D フィール ド2 1 3 、 ヮ

—クフ口一ステ ップ実行 日時 フィール ド2 4 、 ワークフローステ ップ実行

者 I D フィール ド2 5 、 ワークフローステ ップ実行 フラグフィール ド2

6 、 カンファレンスステ ップフラグフィール ド2 1 7 、 ワークフロー N o フ

ィ一ル ド2 8 、親 ワークフローステ ップ N o フィール ド2 9 、子 ワーク

フローステ ップ N o フィール ド2 2 0 か ら構成 される。 ワークフローステ ツ

プNoフィール ド2 1 2 は、各 ワークフローステ ップを一意 に指定するための

キ一情報 となる番号な どを格納する。 ワークフローステ ップ実行予定部門 I



D フィール ド2 1 3 は、ワークフローステップを実行する予定の部門、診療

科や検査科等を一意に識別するための識別情報を格納する。ワークフロース

テツプ実行日時フィール ド2 4 は、ワークフローステップを実行 した日時

を格納する。ワークフローステップ実行者 I D フィール ド2 1 5 は、ワーク

フローステップを実際に実行 した医療従事者を一意に識別するための識別情

報を格納する。ワークフローステップ実行フラグフィール ド2 1 6 は、ヮ一

クフ口一ステップの実行 未実行のフラグを格納する。カンファレンスステ

ップフラグフィール ド2 1 7 は、カンファレンスが行われたワークフロース

テツプであることを示すフラグを格納する。また、ワークフローN o フィ一

ル ド2 1 8 は、ワークフローステップが属するワークフローを一意に識別す

るための識別情報を格納する。親ワークフローステップNoは、該当ワークフ

ローステツプの前にあって、さらに該当ワークフローステツプに結び付けら

れているワークフローステップを識別するための識別情報である。子ワーク

フローステップN o は、該当ワークフローステップの後ろにあって、さらに

該当ワークフローステツプに結び付けられているワークフローステップを識

別する識別情報である。親ワークフローステップN o と子ワークフローステ

ップN o は、才一ダの依頼元と依頼先とを結びつける役割を持っている。

[0026] 図 3 ( A ) は、医療情報データベース 1 0 5 の構成に含まれる医療情報テ

—プル 3 0 0 、ェビデンスデ一タテ一プル 3 1 0 を表わ し、図 3 ( B ) は、

同 じく医療情報データべ一ス 1 0 5 に格納される処理履歴テ一プル 3 2 0 、

入力データテ一プル 3 3 0 を表わ している。

[0027] 医療情報テ一プル 3 0 0 は、ワークフローステップに基づいて医療関連業

務に関する情報である医療情報を格納するテ一プルであり、一つのレコ一 ド

に一つの医療情報を格納する。このテ一プルは、患者 I Dフィール ド3 0 1、

ワークフローステップN o フィール ド2 2 、ワークフローステップ実行曰

時フィール ド2 4 、ワークフローステップ実行者 I D フィール ド2 5 、

判断文フィール ド3 0 5 、 ワークフロー N o フィール ド2 1 8 、ェビデンス

N o フィ一ル ド3 1 1、参照ワークフローステ ツプN o フィ一ル ド3 0 6 に



より構成される。患者 I Dフィール ド3 0 1 は、患者を識別する患者識別子を

格納する。判断文フィール ド3 0 5 は、当該ワークフローステップにおいて

入力された判断文が格納される。また、判断文フィール ド3 0 5 に判断文を

入力する際に参照 した医療情報に判断文が含まれている場合は、その参照 し

た判断文も合わせて格納することが出来る。入力された判断文と参照 した判

断文との区別は、参照ワークフローステップN o に基づいて行うことが出来

る。ワークフローステップNoフィール ド2 1 2 は、医療情報が登録される場

合に格納され、ワークフローステップ情報テ一プル 2 1 0 におけるワークフ

口一ステップNoフィール ド2 1 2 へのリンク情報を格納する。これにより、

ワークフローステップテ一プル情報 2 1 0 と医療情報テ一プル 3 0 0 が関連

づけられる。ェビデンス N o フィール ド3 1 1 は、判断する際の根拠となる

ェビデンスデータを指定する識別子であり、ェビデンスデ一タテ一プル 3

0 と関連付けられている。このように、医療情報テ一プル 3 0 0 には、判断

文と判断の根拠となるェビデンスデータとがワークフローステップ情報に基

づいて格納されている。参照ワークフローステップN o フィール ド3 0 6 は

、 レコ一 ドのヮ一クフローステツプN o において参照されたワークフロース

テツプN o を格納する。

[0028] ェビデンスデ一タテ一プル 3 1 0 は、ェビデンスデータを格納するテープ

ルであり、一つのレコー ドに一つのェビデンスデータを格納する。ェビデン

スデ一タテ一プル 3 0 には、ェビデンスNoフィール ド3 1、ェビデンス

種別フィール ド3 2 、ェ ビデンス表示用アイコンフィール ド3 3 、ェ ビ

デンス表示用テキス 卜フィール ド3 4 、ワークフローステップ実行日時フ

ィ一ル ド2 1 4 、ワークフローステップ実行者 I D フィール ド2 1 5 、ヮ一

クフ口一ステップN o フィール ド2 1 2 が含まれる形で構成される。ェビデ

ンスNoフィール ド3 は、各ェビデンスデータを一意に指定するためのキ

—情報となる番号などを格納する。

[0029] ェビデンスデータ処理手段 1 1 5 では，画像に対 しては画像処理，検査値

に対 してはグラフ化や統計処理，といったように入力される検査情報の種類



によ り，異なる処理が施 される。 ここでは、例 えば画像処理や検査値のダラ

フ化 といった異なる種類の処理 に対するェ ビデ ンスデータは，それぞれ別の

レコー ドと して格納する。 そこでェ ビデ ンス種別 フィール ド3 1 2 は、ェ ビ

デ ンスデータが抽出される診療支援処理の種別 を格納する。 ェ ビデ ンス表示

用アイコンフィール ド3 3 及びェ ビデ ンス表示用テキス 卜フィール ド3

4 は、ェ ビデ ンスデータの内容 を認識で きるような情報 を格納する。なお、

ェ ビデ ンス表示用アイコンフィール ド3 3 には、図にあるようにアイコン

画像 を直接格納するように してもよいが、 ファイル名等のアイコン画像の識

別情報 を格納 してもよい。 ワークフローステ ップ N o フィール ド2 1 2 は、

医療情報テ一プル 3 0 0 におけるワークフローステ ップ N o フィール ド2

2 への リンク情報 を格納する。 この リンクによ り、ェ ビデ ンスデータテープ

ル 3 0 に格納 されたェ ビデ ンスデータの各種データが、 ワークフローステ

ップ N o の リンクを介 して医療情報テ一プル 3 0 0 と対応付 け られることに

なる。 また上記はェ ビデ ンスデータと して患者のデータを格納する例 を示 し

ているが、例 えば医学論文等の文書データを参考 に した場合は、ェ ビデ ンス

種別 フィール ド3 2 には画像や検査値 とは異なる診療支援処理の種別 を設

定 し （例 えば 「文書検索」）、 ェ ビデ ンス表示用テキス トフィール ド3 4

または他のフィール ドに文書データ内のテキス 卜又は文書データへの リンク

情報 を格納 してもよい。

図 3 ( B ) に示 されているように、処理履歴テ一プル 3 2 0 は、ェ ビデ ン

スデータの処理前の情報である検査情報 に対 し施 した処理履歴 を格納するテ

—プルであ り、一つの レコー ドに一つの処理履歴 を格納する。処理履歴 には

、検査値 に対する処理履歴や画像データに対する処理履歴が含 まれ、 これ ら

の処理履歴 も医療情報 に含 まれる。処理履歴テ一プル 3 2 0 は、処理 Noフィ

—ル ド3 2 1 、処理 内容 フ ィール ド3 2 2 、 ェ ビデ ンス Noフ ィール ド3 2 3

、処理パ ラメ一タフィ一ル ド3 2 4 か ら構成 される。処理 Noフィール ド3 2

は、処理履歴 を構成する一つ一つの処理 を一意 に識別するためのキ一情報

となる番号な どを格納する。処理 内容 フィール ド3 2 2 には、後か ら計算機



が処理 を再現、分析、再利用するために最低限必要な情報、すなわち、処理

内容 を識別で きる情報 を格納する。図 3 ( B ) では、画像処理 と検査値処理

の処理履歴 に関する情報が示 されている。検査値処理 （ェ ビデ ンス N o = 3

) では、検査結果 を読み込み、複数の検査項 目を実スケールでグラフ化する

場合 を示 し、 「入力」 「実スケール表示」が登録 される。画像処理 （ェ ビデ

ンス N o = 4 ) では、検査画像 を読み込み、腫瘍領域 を領域抽出処理 （ここ

では例 えば リ一ジ ョングロ一イング手法）を施 し、腫瘍領域の体積 を算出す

る場合 を示 し、 「入力」 「リージ ョングロ一イング」 「ボ リューム算出」が

処理の順序 に従 って登録 される。ェ ビデ ンス Noフィ一ル ド3 2 3 は、ェ ビデ

ンスデ一タテ一プル 3 0 におけるェ ビデ ンスNoフィール ド3 の値 を格

納する。同一のェ ビデ ンス Noが識別するェ ビデ ンスデータに対 して、処理 No

フィール ド3 2 1 の番号な ど順 に実行 された ことを示す。処理パ ラメ一タフ

ィ一ル ド3 2 4 は、各処理 を実行する際に設定されたパ ラメータで、本例で

は説明の都合上、一つのフィール ドに入れているが、処理 によって異なる。

そのため、処理の種類 ごとに別の処理 / 《ラメ一タテ一プル を用意 してもよい

。 また本例では、ェ ビデ ンスデ一タを構成する個 々の処理 を，個別 にデータ

ベースのテ一プルへ保存する構成 と しているが、ェ ビデ ンスデ一タテ一プル

3 0 において、処理履歴バイナ リフィール ドを設 けて、処理履歴 と各処理

の入出力データも含め独 自のバイナ リ形式で格納 してもよい。 これによ り、

処理の再現時には、処理履歴テ一プル 3 2 0 や入力データテ一プル 3 3 0 を

参照せず、ェ ビデ ンスデータ処理手段 1 1 5 に直接バイナ リデータを渡す こ

とで、処理の再現の高速化、実装の容易化が図れる。 このように処理履歴テ

—プル 3 2 0 は、処理 内容な どを、ェ ビデ ンス N o を介 してェ ビデ ンスデ一

タテ一プル 3 1 0 と医療情報テ一プル 3 0 0 とに格納 された レコー ドと関連

付 け られている。

入力データテ一プル 3 3 0 は、検査情報データベース 1 1 6 と リンク して

ェ ビデ ンスデータにおける処理履歴の最初の処理で利用される入力データを

格納 し、一つの レコー ドに一つの入力データを格納する。入力データテープ



ル 3 3 0 は、ェ ビデ ンスNoフィール ド3 3 1 、入力データI Dフィール ド3 3

2 、入力データ種別 フィール ド3 3 3 で構成 される。入力データI Dフィ一ル

ド3 3 2 は、各ェ ビデ ンスデータに対する入力データと して、検査情報デ一

タベース 1 1 6 における検査情報 を一意 に指定するためのキ一情報 となる番

号な どを格納する。入力データ種別 フ ィール ド3 3 3 は、入力データI Dフ ィ

—ル ド3 3 2 に格納 されるI Dの リンク先 を規定するためのデータ種別 を格納

する。例 えば 「血液検査」であれば入力データI Dは患者の検査値 を一意 に識

別するための検査値 I Dとな り、 「画像検査」であれば患者の画像 を一意 に識

別するための画像 I Dとな り、 「新規マ一力一検査」であれば新規マ一力一検

査の患者の測定値 を一意 に識別するための測定値 I Dとなる。 このように、入

力データテ一プル 3 3 0 は、ェ ビデ ンス N o フィール ド3 3 を介 してェ ビ

デ ンスデータテ一プル 3 0 と医療情報テ一プル 3 0 0 とに格納 された レコ

- ドと関連付 け られている。

< 検査情報データベース>

図 4 は、検査情報データベース 1 1 6 を構成するテ一プル群の一例 を示 し

ている。検査情報データベース 1 1 6 は、診療 に関するェ ビデ ンスデータの

詳細な情報が格納 されてお り、検査値テ一プル 4 0 0 、検査項 目マスタテ一

プル 4 1 0 、測定値テ一プル 4 2 0 、測定項 目マスタテ一プル 4 3 0 、画像

テ一プル 4 4 0 か ら構成 されている。 ここで、各テ一プルの詳細 について説

明する。検査値テ一プル 4 0 0 は、 「血液検査」データの中身を格納するテ

—プルであ り、一つの レコー ドに一つの検査値 を格納する。検査値テ一プル

4 0 0 は、 検査値 I Dフ ィ一ル ド4 0 1 、患者 I Dフ ィ一ル ド4 0 2 、検査結果

日時 フ ィール ド4 0 3 、項 目コー ドフ ィール ド4 0 4 、値 フ ィール ド4 0 5

か ら構成 され、項 目コー ドをキーに検査項 目マスタテ一プル 4 0 と関連付

け られる。検査項 目マスタテ一プル 4 0 は、 「血液検査」の項 目マスタテ

—プルであ り、項 目コー ドフィール ド4 1 1 、項 目名 フィール ド4 1 2 、単

位名 フィール ド4 1 3 か ら構成 される。 また測定値テ一プル 4 2 0 は、 「新

規マ一力一検査」のデータの中身を格納するテ一プルであ り、一つの レコ一



ドに一つの測定値を格納する。測定値テ一プル4 2 0 及び測定項目マスタテ

—プル4 3 0 は、上記検査値テ一プル4 0 0 及び上記検査項目マスタ4 0

と同様な構造で構成される。測定値 I D フィール ド4 2 1、患者 I D フィ一

ル ド4 2 2 、測定結果日時フィール ド4 2 3 、項目コー ドフィール ド4 2 3

、値フィール ド4 2 5 が測定値テ一プルにある。測定項目マスタテ一プル4

3 0 には、項目コー ドフィール ド4 3 1、項目名フィール ド4 3 2 、単位名

フィール ド4 3 3 がある。なお測定項目マスタテ一プル4 3 0 には、検査項

目マスタ4 0 を構成するフィール ドに加えて測定項目の登録情報 （例えば

登録日フィール ド4 3 4 等）を格納するためのフィール ドを設けて、項目の

バ一ジョン管理を出来るようにしてもよい。

[0033] 以上のように、ここでは検査情報データベース 1 1 6 内において入力デ一

夕の中身は 「血液検査」 「新規マ一力一検査」を別々に管理 し、入力データ

テ一プル 3 3 0 ではリンク情報のみを一元管理する構成をとつている。これ

により、通常業務で測定される検査値も研究目的で新規開発された検査方法

による検査値も、同様にェビデンスデータとして蓄積できるため、新規開発

された検査方法の有効性についての分析が可能になる。

[0034] 画像テ一プル4 4 0 は、画像を識別する識別子を格納する画像 I D フィ一

ル ド4 4 1、患者識別子を格納する患者 I D フィール ド4 4 2 、画像を取得

した日時を格納する画像取得日フィール ド4 4 3 、項目コ一 ドを格納する項

目コ一 ドフィール ド4 4 4 、画像を格納する画像フィール ド4 4 5 で構成さ

れている。

[0035] < 読影医の例>

次に、本システムの動作を、図 5 及び図 6 の処理フローと図 7 及び図 8 の

画面例を用いて詳細に説明する。

[0036] 本システムでは、まず操作者によるログイン画面により端末 1 0 4 がログ

イン入力を受け付ける （ステップS 5 0 0 ) 。次に、操作者の患者選択画面

による一人の患者の患者識別子を選択する入力を端末 1 0 4 が受け付ける （

ステップS 5 0 1 ) と、医療情報格納手段 1 0 6 は、図 2 のワークフロー情



報テ一プル 2 0 0 から、ステップS 5 0 で取得 した患者に該当するレコ一

ドで、現在進行中のワークフローN o を識別する （ステップS 5 0 2 ) 。こ

こで、現在進行中のワークフローN o を識別する方法は、例えば、ワークフ

口一終了日時フィール ド2 0 5 の値が未登録のレコ一 ドを識別 してもよいし

、ワークフロー情報テ一プル 2 0 0 から、ステップS 5 0 1 で取得 した患者

に該当するレコー ドを全て抽出し、ワークフロー選択画面を表示 し、一つの

ヮ一クフロ一を操作者が指定する方法をとつてもよい。

[0037] 医療情報格納手段 1 0 6 は、ステップS 5 0 2 で識別 したワークフローN

o から、図 2 のワークフローステップ情報テ一プル 2 1 0 から該当するヮ一

クフ口一ステップ情報を取得する （ステップS 5 0 3 ) 。ステップS 5 0 0

で取得 した口グイン情報の部門情報から、カレン トワークフローステップN

o を識別する （ステップS 5 0 4 ) 。カレン トワークフローステップとは，

ワークフロー内で現在実行中のワークフローステップを表す。カレン トヮ一

クフ口一ステップの識別は、例えば、医療情報格納手段 1 0 6 が、ステップ

S 5 0 2 で取得 したレコ一 ド内のワークフローステップ実行予定部門 I D フ

ィ一ル ド2 3 及びワークフローステップ実行フラグフィール ド2 6 を参

照 し、口グイン者の部門と該当する部門のステツプで未実行であるワークフ

口一ステツプN o をカレン 卜ヮ一クフ口一ステツプN o として抽出するなど

して識別される。また、全て実行済みの場合は、最終ステップN o をカレン

卜ワークフローステップN o とする。次に、ワークフロー出力手段 1 1 8 は

、ステップS 5 0 3 で取得 した各ワークフローステップ情報を、図 7 に示す

ワークフローステップ実行画面 7 0 0 にセットして、表示する （ステップS

5 0 5 ) 。このワークフローステップ実行画面 7 0 0 は、図 1 に示されてい

るインタ一フェイス 1 1 1 に表示される。

[0038] 図 7 のワークフローステップ実行画面 7 0 0 は、たとえば図示のように、

口グイン情報表示エリア 7 0 2 、ワークフローステップ選択エリア 7 0 、

判断文入出力エリア 7 0 3 、ェビデンスデータ表示エリア 7 0 4 、医療情報

登録ボタン7 0 5 、診療支援ボタン群 7 0 6 が含まれる。ワークフローステ



ップ選択ェリア 7 0 1 は、ワークフローステツプ情報テ一プル 2 1 0 の親ヮ

—クフ口一ステップNoフィール ド2 9 の情報に基づいてワークフローの開

始ステツプから現在のステツプまでのワークフローステツプをフ口一形式で

表示する。例えば、図 2 のワークフローステップ情報テ一プル 2 0 に示さ

れるように、ワークフローステツプNoが2, 3であるヮ一クフローステツプは親

ワークフローステップNoが 1 であるので、ワークフローステップNoが 1 であ

るワークフローステップに結び付けられて表示され、さらにワークフロース

テツプNoが4であるワークフローステツプは親ワークフローステツプNoが 3 で

あるので、ワークフローステツプNoが 3 であるワークフローステツプに結び

付けられる。子ワークフローステップN o を用いても同様に結びつけられる

。このように、依頼元と依頼先を結ぶようにして、図 7 のワークフローステ

ップ選択エリア 7 0 にワークフロー情報とワークフローステップ情報が表

示される。

[0039] 口グイン情報表示エリア 7 0 2 は現在システムに口グイン中の操作者情報

を表示するエリァである。判断文入出力ェリア 7 0 3 は、医療従事者が判断

した内容をテキス 卜形式で入出力 したものを表示するエリアである。ェビデ

ンスデ一タ表示エリア 7 0 4 は、ェビデンスデ一タを表示する。医療情報登

録ボタン7 0 5 は、操作者がクリックすることにより、ェビデンスデータと

テキス 卜文を組み合わせて医療情報データベース 1 0 5 に登録するためのボ

タンである。診療支援ボタン群 7 0 6 は、医療従事者が患者の診療のために

画像処理や検査値処理等のデータ処理を行うェ ビデンスデータ処理手段 1 1

5 の機能を呼び出すためのボタンである。診療支援ボタン群 7 0 6 は、ステ

ップS 5 0 0 で取得 した口グイン情報の職種情報から、選択可能 不可能を

設定できるようにしてもよい。

[0040] また、ここでは、ワークフローステップ選択エリア 7 0 1 において、例え

ば、ステップS 5 0 4 で識別 したカレン 卜ワークフローステップを強調表示

する。また、各ワークフローステップには、ワークフローの進埗状況が判る

ような情報を表示する。図 7 では、例えば、ワークフローステップ実行フラ



グフィール ド2 6 の内容 に応 じて表示色 を変える等、完 了 未完 了が判 る

ような表示形式をとる。 また、完 了 したワークフローステ ップに関 しては、

ワークフローステ ップ実行 日時 フィール ド2 4 や ワークフローステ ップ実

行者 I D フィール ド2 1 5 の内容 を表示する。

[0041 ] ここで読影医 A は、読影作業 にうつ り、医療情報 を登録するとする。読影

医 A は、図 6 のステ ップ S 6 0 1 ~ S 6 1 2 の処理 （後述）によ り、読影作

業 を行 う。読影作業が終 了すると，医療情報格納手段 1 0 6 がステ ップ S 5

0 4 で識別 したカ レン 卜ワークフローステ ップ N o に対応付 けて表示 してい

る医療情報 を医療情報データベース 1 0 5 に登録する （ステ ップ S 5 0 9 )

[0042] 図 6 は、医療情報 を登録する際のシステムの詳細な動作 を示す。 ここでは

、本システムによ り、読影作業のワークフローステ ップにおいて、検査技師

A や C T 技師 A のワークフローステ ップにおける医療情報 を参照 しなが ら読

影 を行い、参照 した医療情報 と読影結果 とを実行中のヮ一クフ口一 ステ ップ

に関連付 けて保存する例 を示す。

まず操作者 は、検査技師 A のヮ一クフ口一ステ ツプ情報 を選択する入力を行

う （ステ ップ S 6 0 1 ) 。 ワークフロー入力手段 1 0 7 は、 ワークフロース

テ ツプ情報 を医療情報データベース 1 0 5 か ら選択する入力を受け付 ける。

医療情報 出力手段 1 0 9 は、選択 された検査技師 A のワークフローステ ップ

( ワークフローステ ップ N o 2 ) に関連付 け られた医療情報 を医療情報デ一

タベース 1 0 5 よ り検索 し、 ワークフローステ ップ実行画面 7 0 0 に表示す

る （ステ ップ S 6 0 2 ) 。 ここでは検査技師 A によ り取得 されたェ ビデ ンス

N o 1 の検査値 グラフが医療情報 に登録 されているとする。読影医 A が、表

示 された検査値 グラフをデータ処理 したいデータと特定する （ステ ップ S 6

0 3 ) 。 図 7 ( B ) に示すような検査値 グラフ画面 7 0 を表示する （ステ

ップ S 6 0 4 ) 。検査値 グラフ画面 7 0 において、表示する検査項 目の選

択ゃ、 グラフ形式の設定や、着 目点やデータ変動の抽出等のデータ処理の入

力を受け付 ける （ステ ップ S 6 0 5 ) 。 ここでは 「A F P 抽出」 というA F



P の 値 を 選 択 して 抽 出 す る デ ー タ 処 理 を 行 う と す る 。 ェ ビ デ ン ス デ ー タ 処 理

手 段 1 1 5 は 、 「A F P 抽 出 」 に よ っ て 、 検 査 値 グ ラ フ の 中 の A F P の デ 一

夕 か ら、 操 作 者 に よ っ て 選 択 さ れ た A F P の 値 を 抽 出 す る 。 図 7 ( B ) で は

、 選 択 さ れ た 2 点 の デ ー タ を 示 す ド ッ トを 大 き く す る こ と で 、 選 択 さ れ た A

F P の デ ー タ を 示 して い る 。 ス テ ッ プ S 6 0 5 で 抽 出 さ れ た A F P の 値 と 曰

付 が 、 表 示 さ れ て い る 検 査 値 グ ラ フ と 共 に ェ ビ デ ン ス デ ー タ と して 取 得 さ れ

る （ス テ ッ プ S 6 0 6 ) 。 医 療 情 報 出 力 手 段 1 0 9 は 、 取 得 した デ ー タ か ら

ェ ビ デ ン ス デ ー タ の 表 示 用 デ ー タ 「グ ラ フ ア イ コ ン フ ァ イ ル 1」 「20091 001 ,

AFP: 17 . 1、 20091 106, AFP: 17 . 3 」 を 生 成 し、 ェ ビ デ ン ス デ ー タ 表 示 エ リ ア

7 0 4 の 最 初 の 行 に 表 示 す る （ス テ ッ プ S 6 0 7 ) 。 次 に 操 作 者 は 、 検 査 値

グ ラ フ の デ ー タ 処 理 に 関 連 した 判 断 文 「AFP変 動 な し」 を 判 断 文 入 出 力 エ リ ア

7 0 3 に お い て 入 力 す る （ス テ ッ プ S 6 0 8 ) 。 入 力 情 報 受 付 手 段 1 0 8 は

、 こ の 入 力 を 受 け 付 け る 。

操 作 者 が 別 の デ ー タ 処 理 を 行 う か を 判 断 し （ス テ ッ プ S 6 0 9 ) 、 別 の デ

— タ 処 理 を 行 う 場 合 は 、 ス テ ッ プ S 6 0 1 に 戻 り、 処 理 を 繰 り 返 す 。 本 例 の

場 合 は 、 操 作 者 が 次 に C T 技 師 A の ワ ー ク フ ロ ー ス テ ッ プ に て 撮 像 さ れ た C

T 画 像 に 対 して 画 像 処 理 を 行 う と す る 。 ワ ー ク フ ロ ー 入 力 手 段 1 0 7 は 、 C

T 技 師 A の ワ ー ク フ ロ ー ス テ ッ プ （ワ ー ク フ ロ ー ス テ ッ プ N o 3 ) を 選 択 す

る 入 力 を 受 け 付 け る 。 ス テ ッ プ S 6 0 2 に お い て 、 画 像 デ ー タ （ェ ビ デ ン ス

N o 2 ) が 取 得 さ れ 表 示 さ れ る 。 表 示 さ れ て い る 画 像 デ ー タ を 処 理 した い デ

— タ と して 特 定 す る （ス テ ッ プ S 6 0 3 ) 。 ス テ ッ プ S 6 0 4 で は 、 図 8 (

B ) に 示 す よ う な 画 像 処 理 画 面 8 0 0 を 表 示 す る 。 ス テ ッ プ S 6 0 5 に お い

て 、 読 影 医 A は C T 画 像 に 対 して 腫 瘍 の 領 域 抽 出 を 行 な う 。 な お 、 画 像 処 理

画 面 8 0 0 に お け る 処 理 の 詳 細 に つ い て は 後 述 す る 。 ス テ ッ プ S 6 0 6 で は

、 画 像 処 理 画 面 8 0 0 よ り 画 像 入 力 か ら領 域 抽 出 を 経 て 腫 瘍 領 域 の 体 積 を 算

出 す る ま で の 画 像 処 理 履 歴 と 入 力 デ ー タ 「画 像 ID1 」 を 取 得 す る 。 ス テ ッ プ S

6 0 7 で は 、 画 像 処 理 履 歴 の 情 報 を 用 い て 、 ェ ビ デ ン ス デ ー タ の 表 示 用 デ 一

タ 「画 像 ア イ コ ン フ ァ イ ル 1 」 「#1 : 10mm #2: 15mm」 を 生 成 し、 ェ ビ デ ン ス



データ表示エリア 7 0 4 に表示する。ステップS 6 0 8 では、操作者は、画

像処理に関連 した判断文 「#1 :S7に10mm、 #2: S6に15mmの結節あり」を判断文

入出力エリア 7 0 3 に入力する。入力情報受付手段 1 0 8 は、この入力を受

け付ける。

[0044] 次に、ステツプS 6 0 9 において操作者が追加処理を行なわないと判断す

ると、必要に応 じて、ェビデンスデータごとではない判断文、例えば、 「高

分化HCCが疑われる。」を判断文入出力エリア 7 0 3 に追加入力する （ステツ

プS 6 0 ) 。入力情報受付手段 1 0 8 がこの入力を受け付ける。最後に、

操作者が医療情報登録ボタン 7 0 5 を選択する （ステ ツプS 6 1 1 ) 。医療

情報登録ボタン7 0 5 が選択されると、医療情報格納手段 1 0 6 は、現在の

日時を例えば診療支援システムが実装されているハー ドウェアから取得 し、

またログイン者の医療従事者情報 「読影医A 」を例えば医療情報データべ一

ス 1 0 5 から取得する。医療情報格納手段 1 0 6 は、判断文入出力エリア 7

0 3 のテキス ト文、ェビデンスデータ処理手段 1 1 5 により抽出した処理の

履歴と入力データを、ステップS 5 0 で選択 した患者識別子や日時及び医

療従事者情報とワークフローステップ実行フラグ 「真」とワークフローステ

ップNoとを、前述の医療情報データベース 1 0 5 の各テ一プルに登録する （

ステップS 6 1 ) 。この例では、データ処理された検査値グラフに対応 し

てェビデンス N o 3 が、画像処理されたデ一夕に対応 してェビデンス N o 4

が、それぞれ登録される。

[0045] なお本例における判断文入出力エリア 7 0 3 では、ステップS 6 0 8 及び

ステツプS 6 0 で入出力されたテキス 卜文を一つのデータとして扱ってい

るが、判断文入出力エリア 7 0 3 を、ェビデンスデータごとの判断文の入出

力エリア （検査値グラフの判断文エリア、画像処理の判断文エリア）、全て

のェビデンスデータに関連 した判断文の入出力エリァを分けて構成 し、ステ

ップS 6 1 2 では、それらを区別するタグ情報を付加する等 してそれぞれの

判断文を区別 して登録 しても良い。またェ ビデンスデータごとの判断文につ

いては、ェビデンスデータとのリンク情報をもたせても良い。



[0046] このようにして、カレン トワークフローステップより前に実行されたヮ一

クフ口一ステップでの医療関連業務に対応するェビデンスデータを表示 し、

データ処理を行い、カレン 卜ワークフローステップにてそのデータ処理され

たェビデンスデータに基づいた判断文の入力を受け付け、判断文と判断文の

入力時に表示 していたェビデンスデータとをカレン 卜ワークフローステップ

に対応付けて登録することによって、医療従事者の各ワークフローステップ

でどのデータを見てどのように判断を下 したかという、医療従事者の医療関

連業務がなされた過程を、ワークフローステップに対応付けて蓄積すること

が出来る。これにより、ワークフローに沿った各医療従事者の暗黙知を活用

しながら診療することを支援できる。さらに、ワークフローステップに基づ

いてェビデンスデータの処理履歴も保存することで、各ワークフローステツ

プでの医療従事者の判断とデータ処理履歴との対応関係を蓄積することが出

来る。

[0047] < 臨床医の例>

次に、本システムの別の例の動作を、図 9 及び図 1 0 の処理フローと図 1

1 の画面例を用いて詳細に説明する。

[0048] 本システムでは、図 5 のステップS 5 0 0 〜ステップS 5 0 5 と同様な処

理により、操作者がログイン画面によりログインし、患者を選択後、図 1 1

のワークフローステップ実行インタ一フェイス 1 1 1 0 を表示する （ステツ

プS 9 0 0 ) 。ここでは、臨床医A がログインするので、図 1 1 ( A ) では

、ワークフローステップ選択エリア 1 1 0 1 において、臨床医A のカレン ト

ワークフローステツプを強調表示する。

[0049] ここで臨床医A は、これから診療を行なう患者に対 して、読影医A がどの

ような判断を下 したかを参照 しながら診療を行う。臨床医A によって、ヮ一

クフ口一ステップ選択エリァ 1 1 0 1 の読影医A のワークフローステップ （

ワークフローステップN o 4 ) が選択される （ステップS 9 0 1 ) 。ワーク

フロー入力手段 1 0 7 は、このワークフローステップを選択する入力を受け

付ける。



[0050] 医療情報出力手段 1 0 9 は、選択する入力を受け付けたワークフローステ

ップか ら、図 3 の医療情報テ一プル 3 0 0 及びェ ビデ ンスデータテ一プル 3

0 及び処理履歴テ一プル 3 2 0 を検索 し、図 1 0 のステ ップS 1 0 0 3

S 0 の処理で、処理画面を表示する （ステ ップS 9 0 2 ) 。

[0051 ] 医療情報出力手段 1 0 9 は、 まず選択 した医療情報 に該当するヮ一クフロ

—ステ ップN o か ら、医療情報データベース 1 0 5 内の医療情報テ一プル 3

0 0 を検索 し、該当する 1 レコー ドを取得 し、該当 レコー ド内の判断文を判

断文入出力エ リア 1 1 0 3 に表示する （ステ ップS 1 0 0 3 ) 。 また取得 し

たワークフローステ ップN o か ら、ェ ビデ ンスデ一タテ一プル 3 0 内の該

当 レコ一 ドを検索 し、該当 レコ一 ド内のェ ビデ ンス表示用アイコンとェ ビデ

ンス表示用テキス トをセ ッ トに して、ェ ビデ ンス N o の順 に並べて、ェ ビデ

ンスデータ表示エ リア 1 1 0 4 に表示する （ステ ップS 0 0 4 ) 。

[0052] ここでは、本システムを用いて、読影医 A の結果報告だけでな くその報告

がなされた医療行為の過程 を参照 しなが ら診療 を行い、読影時のデータ処理

を再現 しなが ら臨床医 A が判断を下 し、データ処理 を含む参照 した医療情報

と臨床医 A の判断文 とを実行中の臨床医 A の ヮ一 クフ口一 ステ ツプに基づい

て保存することにより診療 を支援する例 を示す。

[0053] ここで表示されるェ ビデ ンスは、ェ ビデ ンス N o 3 とェ ビデ ンス N o 4 で

ある。臨床医 A がェ ビデ ンスデータ表示エ リア 1 1 0 4 を参照 し、ェ ビデ ン

ス表示用テキス 卜の内容だけでな く読影医 A のデータ加工処理の手順 まで再

現 して参照 したいかを判断 し （ステ ップS 1 0 0 5 ) 、参照 したい場合は、

ェ ビデ ンスデータ表示エ リア 1 1 0 4 の該当ェ ビデ ンスデータが選択される

(ステ ップS 1 0 0 6 ) 。参照 しない場合、すなわちェ ビデ ンスデータが選

択されなかった場合は処理 を終 了する。

[0054] 医療情報出力手段 1 0 9 は、選択 したェ ビデ ンス に該当するェ ビデ ンス N o

か ら、医療情報データベース 1 0 5 内のェ ビデ ンスデ一タテ一プル 3 0 を

検索 し、該当する 1 レコー ドを取得 し、そのェ ビデ ンス種別の内容に応 じた

処理画面 （本例では画像処理画面 1 1 1 0 ) を起動する （ステ ップS 0 0



7 ) 。

[0055] 次 に、 医療 情 報 出 力 手 段 1 0 9 は、 選 択 した ェ ビデ ン ス に 該 当 す る ェ ビデ

ン ス N o に基 づ き医療 情 報 デ ー タベ ー ス 1 0 5 の 入 力 デ ー タテ 一 プル 3 3 0

か ら入 力 デ ー タ I D を取 得 し、 検 査 情 報 デ ー タベ ー ス 1 1 6 か ら入 力 デ ー タ

I D に該 当 す る入 力 デ ー タ を読 み 出 す （ス テ ッ プ S 1 0 0 8 ) 。

[0056] さ らに、 ェ ビデ ンス デ ー タ処 理 手 段 1 1 5 は、 同 じェ ビデ ンス N o か ら医

療 情 報 デ ー タべ 一 ス 1 0 5 の 処 理 履 歴 テ 一 プル 3 2 0 を検 索 し、 該 当 す る処

理 内容 を取 得 し、 ス テ ッ プ S 1 0 0 8 で 取 得 した 入 力 デ ー タ （本 例 で は画 像

デ ー タ） に対 して、 処 理 内容 を処 理 N o の 順 序 で 実 行 して表 示 す る （ス テ ツ

プ S 1 0 0 9 ) 。

[0057] ェ ビデ ン ス デ ー タ処 理 手 段 1 1 5 は、 最 後 の 処 理 内容 まで 実 行 した か チ ェ

ッ ク し （ス テ ッ プ S 1 0 1 0 ) 、 最 後 まで 実 行 した 場 合 は、 処 理 結 果 を処 理

結 果 表 示 エ リア 1 1 0 5 に セ ッ 卜す る （ス テ ッ プ S 1 0 1 1 ) 。 最 後 まで 実

行 して い な い場 合 は、 ス テ ッ プ S 1 0 0 9 に 戻 り、 次 の 処 理 内容 を実 行 す る

。 また、 本 例 で は 図 示 して い な い が、 ェ ビデ ン ス デ ー タ処 理 手 段 1 1 5 は、

処 理 実 行 時 に操 作 者 が 入 力 す ベ きパ ラ メ ー タ が あ る場 合 に は、 そ の パ ラ メ 一

タ情 報 も処 理 履 歴 テ 一 プル 3 2 0 か ら読 み 出 して 実 行 す る。 こ の 構 成 よ り、

各 処 理 内容 の 処 理 結 果 画 像 を残 さ ず 処 理 を再 実 行 して 処 理 履 歴 を生 成 す る こ

とか ら、 デ ー タ量 が膨 大 に な らな い で す む。 しか しな が ら、 高 速 で 処 理 す る

必 要 が あ れ ば、 処 理 履 歴 テ 一 プル 3 2 0 や 入 力 デ ー タテ 一 プル 3 3 0 を 用 い

ず に、 ェ ビデ ン ス N o と共 に処 理 履 歴 の 途 中 で得 られ る処 理 結 果 をバ イ ナ リ

形 式 で 蓄 積 し、 そ れ を画 像 処 理 画 面 に セ ッ 卜して も よ い。

[0058] 図 1 1 ( B ) は 、 臨 床 医 A が 参 照 す る読 影 医 A の 医療 情 報 、 即 ち 判 断 文 入

出 力 エ リア 1 1 0 3 に お い て 「AFP変 動 な し。 # 1 : S7 に 10mm、 #2: S6 に 15mmの結

節 あ り。 高 分 化 HCCが 疑 わ れ る。 」 とい う判 断 文 と、 ェ ビデ ン ス デ ー タ表 示 ェ

リア 1 1 0 4 に検 査 グ ラ フ と C T 画 像 の腫 瘍 定 量 化 の結 果 が ェ ビデ ンス デ 一

タ と して表 示 され て い る例 を示 して い る。 また ス テ ッ プ参 照 履 歴 エ リア 1 1

0 9 に は、 読 影 医 A が 参 照 した ワー ク フ ロー ス テ ッ プが 「検 査 技 師 A No2 ：2



0091 106」 と 「C T 技 師 A No3: 20091 106j で あ る ことを示 して い る。

[0059] 図 1 1 ( C ) はェ ビデ ン ス デ ー タ表 示 エ リア 1 1 0 4 を選択 し、 読影 医用

の画像 処理 画面 を表 示 す る例 であ り、 本例 で は、腫瘍 定量化 に至 る までの処

理 履歴 を表 示 す る。参 照 時 には、 この よ うにェ ビデ ンスデ 一 タを生成 した他

の職種 用 の ェ ビデ ン ス デ ー タ処理手段 1 1 5 を起動 す る ことでデ ー タ加工処

理 の手順 まで再現 す る ことが可能 であ る。

[0060] 図 1 1 ( D ) は、 臨床 医 A が読影 医 A の ワー クフ ロー ステ ップの医療情報

を参 照 しなが ら、 判 断文 を入力 す る例 を示 して い る。 ステ ップ参 照履歴 エ リ

ァ 1 1 0 9 には、参 照 した ワー クフ ロー ステ ップの履歴 が表 示 され て お り、

ここで は ワー クフ ロー ステ ップ N o 4 の読影 医 A の ワー クフ ロー ステ ップが

表 示 され て い る。

[0061 ] 入 力情報 受付手段 1 0 8 は、 読影 医 A の ワー クフ ロー ステ ップに関連付 け

られ た医療情報 を参 照 しなが ら入力 され る臨床 医 A の所 見、例 えば 「肝機 能

は特 に問題 な し。 〇 丁にて高分化 1~1 〇〇の疑 ぃ。 1 3 で ¾ 「六適応可能 と判

断、 一 ヶ月後 に R F A 入 院予定。 」 の入力 を判 断文 と して受 け付 ける ことが

で きる。 判 断文 の入力 を受 け付 けた後、 医療情報登録 ボ タ ン 7 0 5 が押 され

、 医療情報格納手段 1 0 6 に よ り、 臨床 医 A が参 照 した読影 医 A の ヮ一 クフ

口一 ステ ップ N o と医療情報 と臨床 医 A の判 断文 とが、 カ レン 卜ワー クフ ロ

— ステ ップに基 づ いて医療情報 デ ー タベ ー ス 1 0 5 に登録 され る。 ここで は

カ レン 卜ヮ一 クフ 口一 ステ ップは ヮ一 クフ 口一 ステ ップ N o が 5 の ものであ

り、 対応 す る レコー ドに各種 デ ー タが格納 され る ことにな る。 判 断文入 出力

エ リア 1 1 0 3 に表 示 され て い る判 断文 は、 判 断文 フ ィール ド3 0 5 に格納

され、 ェ ビデ ンスデ ー タ表 示 エ リア 1 1 0 4 に表 示 され て い るェ ビデ ンスデ

— 夕につ いて は、 ェ ビデ ンスデ 一 タテ 一 プル 3 0 や処理 履歴 テ 一 プル 3 2

0 に格納 され る。 ステ ップ参 照履歴 エ リア 1 1 0 9 に表 示 され て い る読影 医

A の参 照 した各 ワー クフ ロー ステ ツプ N o が、参 照 ワー クフ ロー ステ ツプ N

o に格納 され る （ステ ップ S 9 0 3 ) 。

[0062] さ らに、 ワー クフ ロー終 了ボ タ ン 1 1 0 8 を押 す ことによ り、 カ レン トヮ



—クフ口一ステツプまでのヮ一クフ口一ステツプを一つのヮ一クフ口一とし

て終了させることが出来る。ワークフロー情報デ一プル 2 0 0 のワークフロ

—終了日フィール ド2 0 5 に終了日時が記録される。この終了日時は、該当

するワークフローが終了していることを示すワークフロー終了情報の一つの

例である。ワークフロー終了ボタン 1 1 0 8 はワークフロー終了手段 1 1 9

の例であり、ワークフローの終了を行ってワークフロ一の管理を支援するこ

とが出来る。

[0063] このように、カレン トワークフローステップより前に実行されたワークフ

口一ステップでの診療行為に対応する医療情報を表示 し、カレン 卜ワークフ

口一ステップにてそのェビデンスデータに基づいた判断文の入力を受け付け

、判断文と判断文の入力時に表示 していた医療情報とをカレン トワークフロ

—ステップに対応付けて登録することによって、医療従事者の各ヮ一クフロ

—ステップでどのような医療情報を参照 してどのように判断を下 したかとい

う、医療従事者の思考過程を、ヮ一クフ口一ステップに対応付けて蓄積する

ことが出来る。これにより、ワークフローに沿った各医療従事者の暗黙知を

活用 しながら診療することを支援できる。さらに、上述の参照 した医療情報

には、ワークェビデンスデータを生成する際のデ一タ処理の履歴が含まれて

いて、この処理履歴を容易に再現でき、他の医療従事者のェビデンスデ一タ

の生成の過程も含めて医療従事者が他の医療従事者の判断を共有することが

可能となる。その結果，診療の質の向上と効率化を支援することが可能とな

る。

[0064] < カンファレンス時の動作について>

次に、カンファレンス時のワークフローステップにおける過去の処理履歴

の再利用例について図 1 2 及び図 1 5 を用いて説明する。

[0065] まずログイン画面にて端末 1 0 4 が操作者によるログイン入力を受け付け

る。次に、操作者の患者選択画面にて患者識別子を選択する入力を端末 1 0

4 が受け付ける。医療情報格納手段 1 0 6 は、図 2 のワークフロー情報テ一

プル 2 0 0 から、取得 した患者に該当するワークフロー情報を取得する。操



作者は、カンファレンスを行うワークフローN o を選択 し、ワークフロー入

力手段 1 0 7 は、この選択する入力を受け付ける。ワークフロー出力手段 1

8 は、選択されたワークフローのワークフロー情報に属する各ワークフロ

—ステップ情報をワークフロー実行画面 1 5 0 0 に表示する （ステップS 1

2 0 0 ) 。

[0066] 図 1 5 ( A ) に示されているように、操作者によって、新規カンファレン

スステツプボタン 1 5 0 1 が選択される （ステツプS 1 2 0 1 ) 。

[0067] 図 1 5 ( B ) に示されるように、ワークフロー入力手段 1 0 7 によって、

操作者は、ワークフローステップ選択エリア 1 5 0 2 から過去のワークフロ

—ステップを選択する （ステップS 1 2 0 2 ) 。ここでは、例として、ヮ一

クフ口一ステップN o が 5 である臨床医A のワークフローステツプが選択さ

れる。選択 したワークフローステップ情報 N o から、図 3 の医療情報テープ

ル 3 0 0 、ェビデンスデ一タテ一プル 3 0 及び処理履歴テ一プル 3 2 0 を

検索 し、図 1 0 のステップS 0 0 3 S 0 1 と同様の処理で、ェビデ

ンス N o 4 のェ ビデンスデータが選択され、図 1 5 ( C ) に示されるような

、画像処理画面 1 5 0 6 を表示する （ステツプS 1 0 3 ) 。

[0068] ただ しここでは、画像処理画面 1 5 0 6 のような各診療支援処理画面には

、参照モー ドと編集モー ドを設定可能とし、通常は過去の診療支援処理画面

は参照モ一 ドのみであるが、カンファレンス時には編集モ一 ドにセッ卜し、

編集可能とする。

[0069] カンファレンスを行いながら、画像処理画面 1 5 0 6 上で処理履歴の削除

や追加等の編集処理を行う （ステップS 1 2 0 4 ) 。ここでは、ワークフロ

—ステツプN o 5 にて保存されているェ ビデンス N o 4 の画像処理の加工手

順をベースに、例としてフィルタリングのデータ処理を加える。編集 した処

理の結果をェビデンスデータ表示エリア 1 5 0 4 に表示する （ステップS 1

2 0 5 ) 。例として、新たに行ったフィルタリングのデータ処理の結果、さ

らに第三の腫瘍として7mmの結線が確認されたとする。医療情報出力手段 1 0

9 は、このデータ処理結果からェビデンスデータの表示用データ 「#3: 7mm」



を生成 し、ェビデンスデータ表示エリア 7 0 4 に表示する。次に、カンファ

レンスにおける判断を判断文入出力エリア 1 5 0 3 に入力する （ステップS

1 2 0 6 ) 。ここでは、入力情報受付手段 1 0 8 により 「内科 放射線科力

ンフアレンス もうひとつ7mmの結線を確認。 ¾ 「六ょり丁六巳を検討。」の

入力を受付け、医療情報出力手段 1 0 9 により判断文入出力エリア 1 5 0 3

に表小 する。

[0070] 最後に、医療情報登録ボタン 1 5 0 9 を選択する （ステツプS 1 0 7 )

。医療情報格納手段 1 0 6 は、医療情報データべ一ス 1 0 5 内のヮ一クフロ

—ステップ情報テ一プル 2 1 0 の最大のワークフローステップN o から、例

えば 1 を加算する等 して、新規ワークフローステップN o を算出する。ここ

では新規ワークフローステップN o が 6 となる （ステップS 1 2 0 8 ) 。医

療情報格納手段 1 0 6 によりヮ一クフ口一ステップ情報テ一プル 2 0 に新

規ワークフローステップN o 、現在日時、口グイン情報から取得 した実行者

D を付与 し、登録する。また、医療情報格納手段 1 0 6 は、入力された判

断文と編集された処理履歴からなる医療情報を新規ワークフローステップN

o と関連づけて医療情報テ一プル 3 0 0 に登録する （ステップS 1 0 9 )

。この例では、ェビデンスN o 5 として編集された処理履歴のェビデンスデ

—夕が登録される。ここでは、ワークフローステップ情報テ一プル 2 1 0 の

実行者 I D フィール ドが一つであるが、実行者入力画面を設けて、複数の実

行者 I Dが格納できる構成としてもよい。また、ワークフロ一情報テ一プル

2 0 0 において、対応するワークフロー （ワークフローN o が 1 ) にカンフ

ァレンスフラグを付与するとともに、カンファレンスを行ったワークフロー

ステップ （ワークフローステップN o が 6 ) に、カンファレンスステップフ

ラグを付与する （ステップS 1 2 1 0 ) 。

[0071 ] 以上のことにより、処理履歴を再現 しながら編集を行い判断文と共に登録

することで、医療従事者によるカンファレンス業務を支援することができる

。後から日々の診療で処理履歴を再利用するときに、カンファレンス時の処

理履歴を優先的に表示 してそこから選択するなどして、より質の高い診療を



支援することが出来る。

[0072] < ワークフローステップの生成について>

次に、ワークフローステップの生成について、図 1 3 を用いて説明する。

図 1 3 には、次のワークフローステップを設定する次ワークフローステップ

設定ボタン 1 3 0 3 や、次のワークフローステップの依頼先入力エリア 1 3

0 1、伝達文を入力する伝達文入力エリア 1 3 0 2 、予定日の入力手段、添

付ファイルエリアや返信フラグ入力エリアが示されている。依頼先、伝達文

、予定日を入力 して次ワークフローステップ設定ボタン 1 3 0 3 を押すこと

により、入力された情報がヮ一クフローステツプ表示マップ 1 3 0 4 に反映

される。ワークフローステップ依頼入力手段 1 1 7 は、これらの入力を受け

付ける。伝達文入力エリア 1 3 0 2 により入力された伝達文が、医療情報出

力手段 1 0 9 によって、ワークフローステップ表示マップ 1 3 0 4 内の伝達

文表示部 1 3 0 5 に表示される。さらに、ワークフロー依頼入力手段 1 1 7

によって、医療情報格納手段 1 0 6 を介 して、ワークフローステップN o が

新 しく付与され、依頼先入力エリア 1 3 0 に入力された依頼先から実行予

定部門と実行者 I D と子ワークフローステップN o が取得される。依頼元で

あるカレン 卜ワークステップN o から親ワークフローステップN o が取得さ

れることにより、医療情報データベース 1 0 5 のワークフローステップ情報

テ一プル 2 1 0 に新 しくレコー ドが格納される。また、添付ファイルの送信

や、返信フラグを付与することも出来る。

[0073] このことにより、依頼先や予定日、コメン トの入力を受け付けて、ワーク

フローステツプ情報を生成することが出来、ワークフローステップの効率的

な管理が可能になる。また、入力された依頼先や予定日、コメン トをワーク

フローステップ表示マップ 1 3 0 4 に表示することで、ワークフローの把握

を容易にすることも出来る。また、上記依頼入力は、図 1 ( A ) で示される

電子カルテシステム 1 0 2 と連携 し、電子カルテシステム 1 0 2 が持つ才一

ダリング機能により実現 しても良い。

[0074] < 複数のヮ一クフ口一を用いた診療の支援についての例>



図 1 4 は、複数のワークフローを用いて診療を行う際についての画面につ

いて示 している。一人の患者に対 して、複数の疾患が生じ、それぞれの疾患

が相互に影響を及ぼすことを考慮にいれて、互いのワークフローを参照 しな

がら治療を行う場合がある。ここでは、同一の患者の二つの異なるワークフ

口一、すなわち、肝癌のワークフローを示す第一のワークフローと、糖尿病

のワークフローを示す第二のワークフローを例に説明する。第二のワークフ

口一に属する臨床医Bのワークフローステツプが実行中のワークフローステ

ップであるとする。臨床医Bが、糖尿病の治療において、肝癌のワークフロ

—での各ワークフローステップで行われた医療情報を参照する場面を以下に

述べる。

[0075] 臨床医B によってワークフロー入力手段 1 0 7 を介 して入力された患者識

別子に基づいて、ワークフロー出力手段 1 1 8 は、医療情報データベース 1

0 5 内のワークフローテ一プル 2 0 0 より複数のワークフロ一情報を取得 し

て、ワークフロー表示マップ 1 4 0 1 に出力を行う。さらに図9 と同様の操

作を行うことで、ワークフロー入力手段 1 0 7 により肝癌のワークフローを

選択する入力を受け付ける。ワークフロー出力手段 1 0 7 は、選択された肝

癌のワークフローを実行中のワークフローである糖尿病のワークフローと併

せて画面に表示する。ワークフロー入力手段 1 0 7 は、表示されている肝癌

のワークフ口一から参照 したいワークフローステツプを選択する入力を受付

け、医療情報出力手段 1 0 9 により選択されたワークフローステップに対応

付けられている医療情報が画面に表示される。さらに、入力情報受付手段 1

0 8 は、糖尿病のワークフローに属する実行中のワークフローステップにお

いて判断文の入力を受け付ける。医療情報格納手段 1 0 6 は、入力を受け付

けた判断文と参照 している肝癌のワークフローにおける医療情報とを実行中

のワークフローステップに関連付けて医療情報データベース 1 0 5 へ登録す

る。

[0076] このようにして、実行中のワークフローとは異なるワークフローに対応付

けられている医療情報を参照 し、参照 した医療情報と入力した判断文とを実



行中のワークフローステ ップに対応付 けて蓄積することで、異なるワークフ

口一 における医療情報 を参照 しなが ら行 う診療 を支援 出来 る。

産業上の利用可能性

患者の検査値や画像データ、医療従事者の所見を扱 う診療支援 シ ステ ム に

関わ り、医療従事者の医療関連業務 における判断を支援するのに好適な技術

に関する。

符号の説明

1 0 1 診療支援 シ ステ ム

1 0 2 電子 カル テ シ ステ ム

1 0 3 P A C S

1 0 4 き

1 0 5 医療情報データべ一ス

1 0 6 医療情報格納手段

1 0 7 ワークフロー入力手段

1 0 8 入力情報受付手段

1 0 9 医療情報 出力手段

1 1 1 ィ ンタ一 フ ェイ ス

1 1 2 メ モ リ

1 1 3 口し I Ι .

1 1 4 C P U

1 1 5 ェ ビデ ンスデータ処理手段

1 1 6 検査情報データベース

1 1 7 ワークフローステ ツプ依頼入力手段

1 1 8 ワークフロー出力手段

1 1 9 ヮ一クフ口一終 了手段

1 6 0 類似症例検索手段

1 7 0 プロセス分析手段

2 0 0 ワークフロー情報テ一プル



患者 I D フィ一ル ド

ワークフロー N o フィ一ル ド

ワークフロー名 フィール ド

ワークフロー開始 日時 フィール ド

ワークフロー終 了日時 フィール ド

主治医 I D フィ一ル ド

カンファレンスフラグフィ一ル ド

ワークフローステ ツプ情報 フィ一ル ド

患者 I D フィール ド

ワークフローステ ツプ N o フィ一ル ド

ワークフローステ ップ実行予定部門 I D フィ

ワークフローステ ップ実行 日時 フィ一ル ド

ワークフローステ ップ実行者 I D フィール ド

ワークフローステ ツプ実行 フラダフィール ド

カンファレンスステ ツプフラグフィ一ル ド

ワークフロー N o フィ一ル ド

親 ワークフローステ ツプ N o フィ一ル ド

子 ヮ一クフ口一ステ ツプ N o フィ一ル ド

医療情報テーブル

患者 I D フィール ド

判断文 フィール ド

参照 ワークフローステ ップ N 。フィール ド

ェ ビデ ンスデ一タテ一プル

ェ ビデ ンス N o フィ一ル ド

ェ ビデ ンス種別 フィ一ル ド

ェ ビデ ンス表示用アイコンフィ一ル ド

ェ ビデ ンス表示用テキス トフィ一ル ド

処理履歴テーブル



処理 N o フィ一ル ド

処理 内容 フィ一ル ド

ェ ビデ ンス N o フィ一ル ド

処理パ ラメ一タフィ一ル ド

入力データテープル

ェ ビデ ンス N o フィ一ル ド

入力データ I D フィ一ル ド

入力データ種別 フィール ド

検査値テープル

検査値 I D フィ一ル ド

患者 I D フィ一ル ド

検査結果 日時 フィール ド

項 目コー ドフィ一ル ド

値 フィ一ル ド

検査項 目マスタテ一プル

項 目コー ドフィ一ル ド

項 目名 フィ一ル ド

単位名 フィ一ル ド

測定値テーブル

測定値 I D フィール ド

患者 I D フィ一ル ド

測定結果 日時 フィール ド

項 目コー ドフィ一ル ド

値 フィ一ル ド

測定項 目マスタテ一プル

項 目コー ドフィ一ル ド

項 目名 フィ一ル ド

単位名 フィ一ル ド



4 3 4 登録 日 フ ィール ド

4 4 0 画像テ一プル

4 4 画像 I D フ ィ一ル ド

4 4 患者 I D フ ィ一ル ド

4 4 3 画像取得 日フ ィール ド

4 4 4 項 目 コー ドフ ィール ド

4 4 5 画像 フ ィ一ル ド

7 0 0 ワー クフローステ ップ実行画面

7 0 1 ワークフローステ ップ選択エ リア

7 0 2 口グイン情報表示ェ リァ

7 0 3 判断文入出力エ リア

7 0 4 ェ ビデ ンスデータ表示エ リア

7 0 5 医療情報登録ボタン

7 0 6 診療支援ボタン群

0 検査値 グラフ表示画面

8 0 0 画像処理画面

1 1 0 1 ワー クフローステ ップ選択エ リア

0 処理履歴表示ェ リァ

1 1 0 3 判断文入出力エ リア

1 1 0 4 ェ ビデ ンスデータ表示エ リア

0 5 処理結果表示ェ リァ

0 8 ワークフロー終 了ボタン

0 9 ステ ツプ参照履歴ェ リァ

1 1 1 0 画像処理画面

3 0 依頼先入力エ リア

3 0 伝達文入力エ リア

1 3 0 3 次 ワークフローステ ップ設定ボタン

1 3 0 4 ワー ク フ ロー ステ ツプ表示マ ップ



3 0 5 伝達文表示部

1 4 0 1 ワー クフロー表示マ ップ

1 5 0 0 ヮ一 クフ口一実行画面

5 0 新規 カンファレンスステ ップボタン

5 0 ワークフローステ ップ選択エ リア

5 0 3 判断文入出力エ リア

5 0 4 ェ ビデ ンスデータ表示エ リア

5 0 5 ステ ツプ参照履歴ェ リァ

1 5 0 6 画像処理画面

5 0 9 医療情報登録ボタン



請求の範囲

[ 請求項 1] 医療 関連業務の一連の診療の流れであるワークフローを識別するヮ

—クフ口一情報 と、前記 ヮ一クフ口一を構成する医療関連業務の単位

であるワークフローステ ツプを識別する情報 と前記医療関連業務の依

頼元 も しくは依頼先の少な くとも何れかに関する情報 とを含むワーク

フローステ ップ情報 と、前記医療関連業務 に関連する情報である医療

情報 と、 を互いに関連付 けて医療情報デ一タベースに格納する医療情

報格納手段 と、

前記医療情報デ一タベースか ら第一のワークフローステ ツプ情報 を選

択する入力を受け付 けるワークフロー入力手段 と、

前記第一のワークフローステ ツプ情報 に関連付 け られた第一の医療情

報 を前記医療情報データベースか ら抽出 し、前記抽出された第一の医

療情報 を画面 に表示する医療情報 出力手段 と、

医療従事者 による情報の入力を受け付 ける入力情報受付手段 と、

を有 し、

前記医療情報格納手段 は、前記入力情報受付手段 によって入力を受け

付 けた情報 と前記第一の医療情報 とを第二の医療情報 と して実行中の

ヮ一クフ口一ステ ツプである第二のヮ一クフ口一ステ ツプを識別する

第二のワークフローステ ツプ情報 と関連付 けて前記医療情報デ一タベ

—スに格納することを特徴 とする診療支援 システム。

[ 請求項 2 ] 請求項 1 に記載の診療支援 システムであ って、

前記第二のワークフローステ ツプにおいて前記第二のワークフロース

テ ツプの後 になされる第三のワークフローステ ップの依頼 に関する情

報の入力を受け付 けるワークフローステ ツプ依頼入力手段 をさ らに有

し、

前記医療情報格納手段 は、前記入力を受け付 けた依頼 に関する情報 と

第三のワークフローステ ップを識別する情報 とを第三のワークフロー

ステ ツプ情報 と して前記医療情報デ一タベースに格納することを特徴



とする診療支援 システム。

[ 請求項 3 ] 請求項 2 に記載の診療支援 システムであ って、

前記 ワークフローステ ツプ依頼入力手段 は、前記第二のヮ一クフ口一

ステ ップにおいて前記依頼 に関する伝達文の入力を受け付 け、

前記医療情報 出力手段 は、前記第三のヮ一クフ口一 ステ ツプ情報 と前

記第三のヮ一クフローステ ツプ情報 に対応付 け られた前記伝達文 とを

前記画面 に表示することを特徴 とする診療支援 シ ステ ム。

[ 請求項 4 ] 請求項 1 に記載の診療支援 システムであ って、

前記 ワークフロ一情報 は、患者 を識別する患者識別子を有 してお り、

実行中のワークフローステ ツプを含むワークフローのワークフロー情

報が有する患者識別子か ら、前記実行中のワークフローのワークフロ

—情報 とは異なるヮ一クフロ一情報 を前記医療情報デ一夕べ一スか ら

取得 して、前記画面 に表示するヮ一クフ口一出力手段 をさ らに有する

こ とを特徴 とする診療支援 シ ステ ム。

[ 請求項 5 ] 請求項 4 に記載の診療支援 システムであ って、

前記 ヮ一クフ口一 入力手段 は、前記画面 に表示 されている前記実行中

のワークフローのワークフロ一情報 とは異なるヮ一クフ口一情報か ら

、 ワークフローステ ップ情報 を選択する入力を受付 け、

前記医療情報 出力手段 は、前記選択 されたヮ一クフ口一 ステ ツプ情報

に関連付 け られた医療情報 を前記医療情報デ一タベースか ら抽出 して

、前記抽出された医療情報 を前記画面 に表示することを特徴 とする診

療支援 シ ステ ム。

[ 請求項 6 ] 請求項 1 に記載の診療支援 システムであ って、

前記医療情報 は、前記患者か ら取得 される客観的な生体情報であるェ

ビデ ンスデ一タを含む ことを特徴 とする診療支援 システム。

[ 請求項 7 ] 請求項 6 に記載の診療支援 システムであ って、

前記ェ ビデ ンスデ一タを処理するェ ビデ ンスデ一タ処理手段 をさ らに

有 し、



前記医療情報 は、前記ェ ビデ ンスデータ処理手段 による前記ェ ビデ ン

スデータに対する処理履歴 を含み、

前記医療情報 出力手段 は、前記処理履歴 を前記画面 に表示することを

特徴 とする診療支援 システム。

[ 請求項 8 ] 請求項 7 に記載の診療支援 システムであ って、

前記ェ ビデ ンスデータ処理手段 は、前記表示 された処理履歴 を編集す

る入力を受付 け、

前記医療情報格納手段 は、前記編集 された処理履歴 を前記ェ ビデ ンス

データに対応付 け られたヮ一クフ口一ステ ツプ情報 と関連付 けて前記

医療情報デ一タベースに登録することを特徴 とする診療支援 システム

請求項 1 に記載の診療支援 システムであ って、

前記 ヮ一クフロ一情報 にヮ一クフ口一終 了情報 を付与 して前記医療情

報データベースに格納するワークフロー終 了手段 をさ らに有すること

を特徴 とする診療支援 システム。

請求項 1 に記載の診断支援 システムであ って、

指定された症例 と類似 した症例 に対応付 け られた医療情報 を前記医療

情報データベースか ら検索 し、前記検索 された医療情報 と前記検索 さ

れた医療情報 に対応付 け られているワークフローステ ツプ情報が属 し

ているヮ一クフロ一情報 とを前記画面 に出力する類似症例検索手段 を

さ らに有する

ことを特徴 とする診断支援 システム。

請求項 1 に記載の診療支援 システムであ って、

前記医療情報 は、前記情報、検査値、画像データ、前記検査値の検査

値処理履歴及び前記画像データの画像処理履歴の うち少な くとも一つ

を含む ことを特徴 とする診療支援 システム。

医療関連業務の一連の診療の流れであるワークフローを識別するヮ

—クフ口一情報 と、前記 ヮ一クフ口一を構成する医療関連業務の単位



であるワークフローステ ツプを識別する情報 と前記医療関連業務の依

頼元 も しくは依頼先の少な くとも何れかに関する情報 とを含むワーク

フローステ ップ情報 と、前記医療関連業務 に関連する情報である医療

情報 と、 を互いに関連付 けて格納する医療情報データべ一スを用いて

診療 を支援する診療支援方法であ って、

第一のワークフローステ ツプ情報 を前記医療情報デ一タベースか ら選

択する入力をワークフロー入力手段 によって受け付 ける工程 と、

前記入力を受け付 けた前記第一のワークフローステ ツプ情報 に関連付

け られた第一の医療情報 を前記医療情報データベースか ら抽出 し、前

記抽出された第一の医療情報 を画面 に表示する工程 と、

医療従事者 による情報の入力を入力情報受付手段 によって受け付 ける

工程 と、

前記表示 された第一の医療情報 と前記入力を受け付 けた情報 とを第二

の医療情報 と して実行中のワークフローステ ップである第二のワーク

フローステ ップを識別する第二のワークフローステ ツプ情報 と関連付

けて前記医療情報デ一タベースに格納する工程 と、

を有することを特徴 とする診療支援方法。

[ 請求項 13 ] 請求項 1 2 に記載の診療支援方法であ って、

前記第二のワークフローステ ツプの後 になされる第三のワークフロー

ステ ツプの依頼 に関する情報の入力をワークフローステ ツプ依頼入力

手段 によって受け付 ける工程 と、

前記入力された依頼 に関する情報 と第三のヮ一クフローステ ツプを識

別する情報 とを第三のワークフローステ ツプ情報 と して前記医療情報

データベースに格納する工程 と、

をさ らに有することを特徴 とする診療支援方法。

[ 請求項 14] 請求項 1 2 に記載の診療支援方法であ って、

前記医療情報 は、前記患者か ら取得 される客観的な生体情報であるェ

ビデ ンスデ一タを含み、



前記ェ ビデ ンスデ一タをェ ビデ ンスデ一タ処理手段 によって処理する

工程 と、

前記処理 された処理履歴 を前記画面 に表示する工程 と、

をさ らに有することを特徴 とする診療支援方法。
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